
新設 スタッフおすすめコーナー

世界を変えた50人の
女性科学者たち

レイチェル イグノト
フスキー (著)
Y 402 /ｲ

ここに登場する50人はみな、女性が教
育を受けたり、男性に混じって仕事をす
ることすら制限されていた時代にも、常
識を打ち破り、差別や困難と闘い、世紀
の大発見や研究をなしとげた人たちです。
周囲から「だめだ」と言われても「できるも
のなら止めてみなさい」とばかりに
諦めなかった女性科学者の姿は、若きリ
ケジョのみならず、壁に立ち向かいひた
むきに夢を追うすべての人の背中を押し
てくれるはずです。

料理が苦痛だ

本多理恵子 (著)
596 /ﾎ

Café Riettaオーナーによる自身の料理
体験、世間にあふれている料理にまつ
わる呪縛、料理を辞める準備・決断・実
践、これなら作れるレシピ集、料理をや
めてからの家族の変化、の５章からなる
１冊。女性だから妻だから母だから料理
が好きとは限らないが、ご飯は日常であ
る。料理で本当に大切なことは、「食卓を
囲む人が美味しく幸せをわかちあうこと」
と著者は説く。

今年はスヌーピーでおなじみ、チャー

ルズ M.シュルツ生誕100周年です。著
作『Peanuts』では気分屋・面倒くさがり
屋・落ち込み屋（？）など色々な性格の
キャラクターが登場し、彼らの可愛らしく
も、我が身にも心当たりがあるようなや
り取りが繰り広げられます。
本書では「楽天家になる法」をテーマ
に選り抜きのコミックをたっぷり楽しめ、
臨床心理士の解説も付いています。皮
肉屋な時、落ち込みがちな時、登場人
物のちょっとした一言にハッとしたりホッ
としたりするかもしれません

スヌーピーたちの
心の相談室１
チャールズ
M.シュルツ（著）
726.1 /AT /ｼ

心を整える。
勝利をたぐり寄せる
ための56の習慣

長谷部誠 (著)
783.4/ハ

Jリーグ、サッカー日本代表を経験し、
そして現在も海外のリーグで活躍してい
る長谷部誠さんの著書になります。著書
の中で、長谷部誠さんがサッカーで活
躍するために実践していることやサッ
カー選手になるまでのこれまでの歩み
や日本のW杯やアジアカップのエピソー
ドも書かれています。サッカーに興味が
ある方はもちろん、サッカーに興味がな
い方にも物事に挑戦するときや取り組
むときについて参考になる本です。

生き直す
私は一人ではない

高知東生(著)
778.21/ﾀ/依存

著者は俳優で依存症問題の啓発活
動に取り組んでいる高知東生さんで、
高知東生さんのこれまでの生い立ちや
芸能界に入って俳優として活動、2016
年に覚醒剤と大麻の所持容疑で逮捕さ
れた話などが書かれています。
薬物依存になった経緯やそこからど
のようにして薬物に依存しなくなったの
かについても書かれています。私は高
知東生さんのSNSの優しい言葉遣いで
発信されているのを見まして素晴らし
いと考え、高知東生さんの著書を読み、
紹介しようと考えました。著書の内容も
ときにはユーモアを交えながら、これま
での人生について真剣に向き合い、優
しい言葉遣いで書かれている本です。
薬物依存やリカバリーカルチャーにつ
いて一緒に考えてみませんか。

キリスト教原理主義によるクーデター
で女性の人権が剥奪された国、ギレアデ
で「生む機械」となった侍女の物語です。
最近読んだ作品の中で一番衝撃的で怖
かった作品。元々この物語の主人公は、
あたたかい家庭をもっていた女性で、家
庭や仕事、友人関係などにも恵まれてい
ました。クーデター後、それらがすべて
奪われ、健康な子宮を持つ女性は支配
者層である司令官の「子を産む道具」と
して仕える様に教育される。 厳しい監視
と処刑の恐怖におびえながらも、幼い娘
と再会するために従順を装い逃亡の機
会を伺うが・・・・？３４年ほど前の近未来
ディストピア小説ですが、とてもリアルで
怖かったです。最初はネットドラマから
知ったのですが、主人公の気持ちなどが
知りたくて原作も読んでみました。気分
がすごく落ちてしまいますが、ぜひ一度
は読んで欲しい作品です。

侍女の物語

マーガレット
アトウッド(著)
B 933.7 /ｱ

今年のハロウィンでは魔女の仮装を

見かけましたか？それはもしかしたら、
本物の魔女だったのかもしれません。
映画「チャーリーとチョコレート工場」の
原作者が贈る、こわーい魔女の物語。
ブラックでユーモラスでスリリングな作品
が好きな方は是非、どうぞ。子どもでも
大人でもきっとドキドキ……！

魔女がいっぱい

ロアルド・ダール(作)
児童図書コーナー
933 /ﾀﾞ

世界から
猫が消えたなら

川村元気(著)
B 913.6 /ｶ

物語は、主人公が「死ぬまでにやり
たいことリスト」を作るところから始まり
ます。自分がじきに死んでしまうと分
かってから考える、これまで心にフタを
してきた事。不仲になった父との関係、
病で亡くなった母との思い出。そして、
自分とこの世界には何が必要だった
のか気づきます。あなたが世界から消
えて悲しくなるものは何でしょうか？
チョコレート、音楽、手紙、それとも
猫？明るい登場人物と文章で軽快に
読み進められ、朝の海（作中にも出て
きます）のように爽やかな１冊です。


